
【但馬海区漁業調整委員会】 定数 10 人（漁業者代表６人　学識３人　中立１人）

応募及び推薦を受けた者の数 9 人（漁業者代表６人　学識２人　中立１人）※うち漁業者及び漁業従事者の数　８人
推薦を受けた者の数 1 人（漁業者代表　人　学識１人　中立　人）※うち漁業者及び漁業従事者の数　０人

応募区分
１．漁業者代表委員（定数6人）

推薦又は応募の理由

漁業種類
主な
操業区域

住所又は
事業場を
有する地区

応募及び
団体推薦

小林　東洋志 72 男 漁業

昭和45年４月１日～平成26年５月31日
平成23年11月１日～現在
平成13年５月24日～平成19年３月31日
平成20年６月29日～現在

稼業　沖合底曳網漁業　就労
沖合底曳網漁業　経営
旧柴山港漁業協同組合　理事
但馬漁業協同組合　理事

沖合底曳網漁業個人経営を経て
光春丸（株）代表取締役に就任
（平成27年8月1日～現在に至
る）すると共に、兵庫県機船底
曳網漁業協会副会長としてズワ
イガニの資源管理等の実践と、
それに伴う知識を十分備えてい
る。

該当 沖合底曳網漁業
日本海

沖合海域
美方郡香美町
香住区上計

但馬漁業協同組合
代表理事組合長　村瀬　晴好

但馬漁協の地区内に住所を有
し、かつ一年を通じて90日を超
えて漁業を営み又はこれに従事
する漁民

421人

組合員が協同して経済活
動を行い、漁業の生産効
率を上げ、もって組合員
の経済的、社会的地位を
高める。

　私は、自ら沖合底曳網漁業を営むとともに、但馬漁業協同組
合の理事を足掛け16年務めており漁協・漁業・地域を取り巻く
諸問題について、その解決策を講じて来ました。又、現在但馬
海区漁業調整委員でもあり、共同漁業権の新たな利用方法や地
域漁業の在り方について様々な課題や問題点に対した意見を述
べ、活性化に取り組んで来ました。
今後もこの知識と経験を基に規律ある但馬の漁業と豊かな地域
漁業への発展に役立てて行きたい。

応募及び
団体推薦

田畑　富治 69 男 漁業
平成５年３月～平成29年12月
平成29年12月～現在
平成20年８月～現在

浜坂漁業協同組合　総代
浜坂漁業協同組合　理事
但馬海区漁業調整委員会　委員

小型船舶操縦免許(一般、特
殊、特定)、５級海技士(機
関)、二級海上特殊無線技士
昭和46年３月～沖合いか釣り漁
船乗船
昭和60年２月～家業の沿岸いか
一本釣り漁業に従事　現在に至
る

該当 沿岸漁業
日本海

沿岸海域
美方郡新温泉町
諸寄

浜坂漁業協同組合
代表理事組合長　川越　一男

浜坂漁協の地区内に住所を有
し、かつ、一年を通じて90日を
超えて漁業を営み又はこれに従
事する漁民

正組合員
165人

組合員が協同して経済活
動を行い、漁業の生産効
率を上げ、もって組合員
の経済的、社会的地位を
高める。

　私は、14年間沖合漁業に従事した後、40年近く沿岸いか釣り
漁業を営むとともに、浜坂漁業協同組合の理事を現在まで７
年、但馬海区漁業調整委員を現在まで15年以上務めています。
また、但馬西部沿岸一本釣協議会の会長も務め、地域内におけ
る資源管理のための休漁日設定等に尽力してきました。今後も
漁業の経験と知識を活かして、引き続き但馬の漁業の発展に貢
献したいと考え、但馬海区漁業調整委員に応募します。

応募及び
団体推薦

永田　兼彦 69 男 漁業

平成19年４月１日～平成21年２月
平成27年２月　　～平成29年２月
令和５年２月　　～現在
平成26年６月　　～令和元年６月

但馬沿岸漁業協会　監事
但馬沿岸漁業協会　会長
但馬沿岸漁業協会　副会長
竹野地区運営協議会　委員長

漁師を21歳から始め、定置網漁
業に約10年間従事し、その後、
現在まで沿岸漁業に従事しなが
ら、旧竹野浜漁協の理事を２期
務め、現在は地域のリーダーと
して活躍し、資源管理等の実践
と、それに伴う知識を十分備え
ている。

該当
沿岸一本つり漁業
採介藻漁業

日本海
沿岸海域

豊岡市竹野町竹
野

但馬漁業協同組合
代表理事組合長　村瀬　晴好

但馬漁協の地区内に住所を有
し、かつ一年を通じて90日を超
えて漁業を営み又はこれに従事
する漁民

421人

組合員が協同して経済活
動を行い、漁業の生産効
率を上げ、もって組合員
の経済的、社会的地位を
高める。

　私は、自ら沿岸漁業を営むとともに、過去、旧竹野浜漁協の
理事、その後、但馬漁協になってからも地区の要職を務めてお
り漁協・漁業・地域を取り巻く諸問題について、その解決策を
講じて来ました。又、現在但馬沿岸漁業協議会の副会長でもあ
り、また、定置網漁業も経験しているので、漁業権の新たな利
用方法や地域漁業の在り方について様々な課題や問題点に対し
た意見を述べ、その活性化に取り組み、今までの知識と経験を
基に規律ある但馬の漁業と豊かな地域漁業への発展に役立てて
行きたい。

応募及び
団体推薦

濱邊　希夫 72 男 漁業

昭和56年３月～平成５年２月
平成５年３月～平成８年２月
平成８年３月～平成11年２月
平成11年３月～現在
平成20年８月～現在

浜坂漁業協同組合　総代
浜坂漁業協同組合　理事
浜坂漁業協同組合　監事
浜坂漁業協同組合　理事
但馬海区漁業調整委員会　委員

小型船舶操縦免許(一般、特
殊、特定)、５級海技士(航
海)、第四級海上無線通信士
昭和45年４月～沖合底びき網漁
船、沖合いか釣り漁船乗船
昭和54年２月～沿岸いか一本釣
り漁業及び採介藻漁業に従事
現在に至る

該当 沿岸漁業
日本海

沿岸海域
美方郡新温泉町
居組

浜坂漁業協同組合
代表理事組合長　川越　一男

浜坂漁協の地区内に住所を有
し、かつ、一年を通じて90日を
超えて漁業を営み又はこれに従
事する漁民

正組合員
165人

組合員が協同して経済活
動を行い、漁業の生産効
率を上げ、もって組合員
の経済的、社会的地位を
高める。

　私は、沖合底びき網・沖合いか釣り漁船に乗船した後、沿岸
いか一本釣り漁業、採介藻漁業を営んでおり、約50年間漁業に
従事しています。
　その際に培った、知識と経験をもとに、居組海区の漁業の状
況をよく理解しており、漁業調整など漁業秩序の維持に取組み
たいと考えています。
　現在、沿岸漁業を営むとともに、浜坂漁業協同組合の監事を
３年、理事を28年務め、さらに但馬海区漁業調整委員を16年間
経験し、但馬の漁業も熟知しています。その知識をさらに但馬
の漁業に活かし地域の漁業の発展に貢献したいと考えていま
す。
以上のことから、但馬海区の漁業調整委員の募集に応募しま
す。

応募及び
団体推薦

福本　好孝 62 男 漁業

昭和56年４月６日～現在
平成17年９月１日～現在
平成27年７月30日～現在
平成27年７月30日～現在

稼業　小型ベニカゴ漁業　就労
小型ベニカゴ漁業　経営
兵庫県ベニカゴ協会　会長
香住港ベニガニ組合　組合長

小型ベニカゴ漁業 福元漁業
(有)を経営（平成17年9月1日～
現在に至る）し、漁業経営に関
する識見を有すると共にベニズ
ワイガニの資源保護を実践し、
資源管理に関する知識も十分兼
ね備えている。

該当 小型ベニカゴ漁業
日本海

沖合海域
美方郡香美町
香住区一日市

但馬漁業協同組合
代表理事組合長　村瀬　晴好

但馬漁協の地区内に住所を有
し、かつ一年を通じて90日を超
えて漁業を営み又はこれに従事
する漁民

421人

組合員が協同して経済活
動を行い、漁業の生産効
率を上げ、もって組合員
の経済的、社会的地位を
高める。

　私は、稼業である小型ベニカゴ漁業に27年間船長として乗船
し、その後19年間経営を行っており、その間、令和５念６月か
ら但馬漁業協同組合の理事、並びに香住小型ベニガニ組合の漁
労長及び組合長を務め又、兵庫県ベニカゴ協会の会長職にも携
わています。このようにして培った知識と経験を活かし、地域
漁業の活性化も視野に入れた中で、但馬海区の漁業調整など漁
業秩序の維持に取組みたいと思っています。

応募及び
団体推薦

松本　斎 80 男 漁業
昭和49年８月～平成２年２月
平成２年３月～現在
平成20年８月～現在

浜坂漁業協同組合　総代
浜坂漁業協同組合　理事
但馬海区漁業調整委員会　委員

小型船舶操縦免許(一般、特
殊、特定)、５級海技士(航海・
機関)、第四級海上無線通信
士、第二級海上特殊無線技士
昭和34年３月～小型・沖合底び
き網漁船、沖合いか釣り漁船乗
船
平成15年４月～沿岸漁業に従事
現在に至る

該当 沿岸漁業
日本海

沿岸海域
美方郡新温泉町
浜坂

浜坂漁業協同組合
代表理事組合長　川越　一男

浜坂漁協の地区内に住所を有
し、かつ、一年を通じて90日を
超えて漁業を営み又はこれに従
事する漁民

正組合員
165人

組合員が協同して経済活
動を行い、漁業の生産効
率を上げ、もって組合員
の経済的、社会的地位を
高める。

　私は、長年沖合底びき網、沖合いか釣り漁船の船長として漁
業に従事し、平成15年に沖合漁船を下船した後は、沿岸漁業を
営んでおり、浜坂地区の沿岸漁業の代表を13年努めるなど浜坂
地区の沖合・沿岸漁業の状況は充分熟知しています。昭和49年
から浜坂漁協の総代、平成２年から理事に就任し、厳しい漁業
経営が続く近年の状況下において、漁協経営の安定と発展に努
めてまいりました。平成20年から但馬海区漁業調整委員を務め
ています。今般の委員の募集にあたり引き続き、70年近い沖
合、沿岸漁業の経験と知識を活かし、但馬海区の漁業調整など
漁業秩序の維持に取組みたいと考え応募するものです。

漁業者
等該当

漁業経営の状況
法人又は団体の名称

及び代表者氏名
（個人の場合は氏名、性別）

構成員の資格・要件等
（個人の場合は職業、年齢）

構成員の数
（法人又は団体

の場合）

法人又は団体の活動目的

海区漁業調整委員会委員候補者の推薦及び応募に関する情報（令和６年９月１７日～１０月１６日）　最終

推薦を受けた者及び応募者 推薦をした者

推薦又は
応募の別

氏名 年齢 性別 職業 経歴
漁業に関する識見を有すると認
められる資格、実務経験等



２．学識委員（定数3人）

推薦又は応募の理由

漁業種類
主な
操業区域

住所又は
事業場を
有する地区

団体推薦 上田　良介 73 男

司法書
士

行政書
士

昭和49年３月
昭和49年11月～現在
平成19年６月～令和１年６月

関西大学法学部卒業
司法書士・行政書士事務所開設
兵庫県議会議員（３期）

元県会議員として、漁業をはじ
め地域の実情を把握して振興と
発展に尽力してきた。但馬の漁
業に関する識見は十分に有して
いる。

該当し
ない

但馬地区漁業協議会
村瀬　晴好

但馬地区の漁業者 ２漁協 漁協の振興及び調整等

　当地域には２つの漁協が沿岸、沖合海面を利用している。ま
た、漁村では水産加工業や観光業が複合的に発展しており、漁
業が地域経済を支えている。当地域において、これまで県会議
員という立場で中立・公平に判断し、水産業の振興と地域の発
展に寄与してきたことから、但馬海区漁業調整委員として適任
であるため応募する。

応募及び
団体推薦

川越　一男 69 男 漁業

平成19年６月～現在
平成19年９月～
平成28年９月～
令和３年４月～現在
平成25年６月～現在
平成29年６月～現在

浜坂漁業協同組合　代表理事組合長
但馬海区漁業調整委員会　委員
　　　〃　　　　　　　　会長
　　　〃　　　　　　　　副会長
兵庫県漁業共済組合　組合長理事
全国底曳網連合会　副会長

４級海技士(航海)、第四級海上
無線通信士、第一級海上特殊無
線技士
昭和48年４月～家業の沖合底び
き網、沖合いか釣り漁業に従事
平成17年５月～(有)幸榮の代表
取締役に就任、沖合底びき網、
沖合いか釣り漁業を経営　現在
に至る

該当
沖合底びき網漁業
沖合いか釣り漁業

日本海
沖合海域

美方郡新温泉町
浜坂

浜坂漁業協同組合
代表理事組合長　川越　一男

浜坂漁協の地区内に住所を有
し、かつ、一年を通じて90日を
超えて漁業を営み又はこれに従
事する漁民

正組合員
165人

組合員が協同して経済活
動を行い、漁業の生産効
率を上げ、もって組合員
の経済的、社会的地位を
高める。

　私は、昭和48年の19歳当時より沖合底びき網漁業、沖合いか
釣り漁業に従事し、平成17年に漁業経営を受け継ぎ今年で19年
が経過しました。
　また、浜坂漁業同組合の理事を5年、平成19年には代表理事組
合長に就任し、延べ22年組合運営に携わってきました。自らが
営む漁業や組合・水産業界と深く関わってくる中で、資源管理
の重要性や漁業経営について良く承知しております。平成19年
に但馬海区漁業調整委員に就任し、平成28年より５年間会長を
務め、現在は副会長を務めております。その知識を活かし、但
馬海区の漁業調整など漁業秩序の維持に取組みたく応募致しま
す。

応募及び
団体推薦

村瀬　晴好 74 男 漁業

平成７年６月１日～平成10年５月28日
平成10年５月28日～平成19年３月31日
平成23年６月17日～平成26年６月18日
平成26年６月18日～平成29年６月18日
平成29年６月～現在

旧柴山港漁業協同組合　理事
　　　〃　　　　　　　代表理事組合長
但馬漁業協同組合　理事
　　　〃　　　　　副組合長
　　　〃　　　　　代表理事組合長

沖合底曳網漁業（株）栄正丸代
表取締役に就任（平成21年7月1
日～現在に至る）すると共に代
表理事組合長として、但馬の漁
業全般に関わってきた。

該当 沖合底曳網漁業
日本海

沖合海域
美方郡香美町
香住区沖浦

但馬漁業協同組合
代表理事組合長　村瀬　晴好

但馬漁協の地区内に住所を有
し、かつ一年を通じて90日を超
えて漁業を営み又はこれに従事
する漁民

421人

組合員が協同して経済活
動を行い、漁業の生産効
率を上げ、もって組合員
の経済的、社会的地位を
高める。

　私は、自ら沖合底曳網漁業を営むとともに、但馬漁業協同組
合の理事を６年務め、続き代表理事組合長に就任して足掛け８
年目を迎えています。現漁協の置かれている立場と漁家経営の
厳しい状況は今後どの様な方向に進むのか不透明な情勢が続い
ています。不可抗力が漁業に及ぼす影響は、資源管理や漁業経
営にもその裾のを広げて行きます。
その様な諸情勢の中、様々な経験で培った知識を但馬海区漁業
調整委員会で示して行きたい。

３．中立委員（定数1人）

推薦又は応募の理由

漁業種類
主な
操業区域

住所又は
事業場を
有する地区

応募及び
団体推薦

濱口　益美 70 女 その他
1976年３月31日
1999年４月１日～2009年３月31日
1997年４月１日～現在

関西外国語大学卒業
コープこうべ　総代
コープこうべ　コープ委員

消費者として兵庫県内はもとよ
り全国各地の水産物等の知見

該当し
ない

生活協同組合コープこうべ
第７地区本部

コープこうべの活動や事業の趣
旨に賛同

171万人

組合員の生活の文化的、
経済的改善向上をはか
り、公共の福祉の増進、
健全なる社会の確立に貢
献すること
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は重要であり、但馬地域の水産業の発展に資する但馬海区漁業
調整委員として適任であることから応募する。
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